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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビ用リモコンデバイスの複数の連続する同一の動き（motions）を、ユーザーによ
って開始された（initiated）ときに感知する（sensing）ステップと、
　前記複数の連続する同一の動きをリモコン指令（command）に変換するステップであっ
て、異なったリモコン指令に対応する異なった動き（motions）が、テレビ用クライアン
トデバイスによって実行されるべき、異なったデバイスの動作（action）を引き起こすよ
うにされるものと、
　前記リモコン指令を前記テレビ用クライアントデバイスに通信して、前記異なったデバ
イスの動作の１つを開始するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の動きによる前記リモコン指令が赤外線信号に変換され、前記赤外
線信号として前記テレビ用クライアントデバイスに通信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　リモコンボタンのユーザー開始の選択を探知する一方で、前記テレビ用リモコンデバイ
スの前記１つまたは複数の動きを感知して、前記１つまたは複数の動きを前記リモコン指
令に変換するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の動きを変換するステップが、前記１つまたは複数の動きを電子信
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号に翻訳するステップ、および前記電子信号を、前記リモコン指令として前記テレビ用ク
ライアントデバイスに通信される赤外線信号に変換するステップを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記リモコン指令が前記テレビ用クライアントデバイスに通信されてテレビ制御動作を
開始する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記リモコン指令が前記テレビ用クライアントデバイスに通信されてプログラム・ガイ
ド・メニュー動作を開始する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記リモコン指令が前記テレビ用クライアントデバイスに通信されて記録済みメディア
コンテンツ動作を開始する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記テレビ用リモコンデバイスの複数の連続する同一の動きを感知するよう構成された
１つまたは複数のセンサーと、
　前記１つまたは複数のセンサーから前記動きに対応する複数の連続する同一の動き信号
を受信するよう構成され、前記動き信号をリモコン指令に変換するようさらに構成された
集積回路であって、異なった動き信号（motion signals）が異なったリモコン指令に対応
し、異なったリモコン指令が、テレビ用クライアントデバイスによって実行され得る異な
ったデバイスの動作（action）に対応するものと、
　前記集積回路によって起動し、前記テレビ用クライアントデバイスに対しデバイス動作
の開始を求める前記リモコン指令を赤外線信号として通信するよう構成された光源と
を備えるテレビ用リモコンデバイス。
【請求項９】
　選択されたときに前記テレビ用リモコンデバイスの前記動きを感知する前記１つまたは
複数のセンサーを始動するリモコンボタンさらに備える、請求項８に記載のテレビ用リモ
コンデバイス。
【請求項１０】
　ユーザーの選択により、前記動き信号が受信されたときに前記動き信号を前記リモコン
指令に変換する前記集積回路を始動するよう構成された第１のリモコンボタンと、
　ユーザーの選択により、前記動き信号が受信されたときに前記動き信号を異なるリモコ
ン指令に変換する前記集積回路を始動するよう構成された第２のリモコンボタンと
をさらに備える、請求項８に記載のテレビ用リモコンデバイス。
【請求項１１】
　前記リモコン指令がテレビ制御動作として生成される、請求項８に記載のテレビ用リモ
コンデバイス。
【請求項１２】
　前記リモコン指令が記録済みメディアコンテンツ動作として生成される、請求項８に記
載のテレビ用リモコンデバイス。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のセンサーが前記テレビ用リモコンデバイスの追加的動きを感知す
るようさらに構成され、前記集積回路が
　前記１つまたは複数のセンサーから前記追加的動きに対応する追加的動き信号を受信し
、
　前記動き信号および前記追加的動き信号を合わせて異なるリモコン信号に変換する
ようさらに構成された、請求項８に記載のテレビ用リモコンデバイス。
【請求項１４】
　前記集積回路が、前記動き信号を、前記テレビ用クライアントデバイスに通信される前
記赤外線信号に変換される２進法のリモコン指令に翻訳するようさらに構成された、請求
項８に記載のテレビ用リモコンデバイス。
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【請求項１５】
　前記テレビ用リモコンデバイスの複数の連続する同一の動きを感知するよう構成された
１つまたは複数のセンサーと、
　プロセッサーで実行して前記複数の連続する同一の動きをリモコン指令に翻訳するよう
構成され、テレビ用クライアントデバイスに対しデバイス動作の開始を求める前記リモコ
ン指令の通信を開始するようさらに構成されたコンピューター実行可能命令であって、異
なった動き（motions）が、デバイスによって実行されるべき異なったデバイスの動作（a
ctions）を惹起するように構成された異なったリモコン指令に対応し、異なった動き（mo
tions）が、少なくとも部分的にデバイスのタイプ（type）に基づいてデバイスによって
実行されるべき異なった動作（actions）に対応するものと、
を備えるテレビ用リモコンデバイス。
【請求項１６】
　選択されたときに前記テレビ用リモコンデバイスの前記動きを感知する前記１つまたは
複数のセンサーを始動するリモコンボタンさらに備える、請求項１５に記載のテレビ用リ
モコンデバイス。
【請求項１７】
　ユーザーの選択により、前記動きをリモコン指令に翻訳する前記コンピューター実行可
能命令を開始するよう構成された第１のリモコンボタンと、
　ユーザーの選択により、前記動きを異なるリモコン指令に翻訳する前記コンピューター
実行可能命令を開始するよう構成された第２のリモコンボタンと
をさらに備える、請求項１５に記載のテレビ用リモコンデバイス。
【請求項１８】
　前記リモコン指令がテレビ制御動作として生成される、請求項１５に記載のテレビ用リ
モコンデバイス。
【請求項１９】
　前記リモコン指令が記録済みメディアコンテンツ動作として生成される、請求項１５に
記載のテレビ用リモコンデバイス。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のセンサーが前記テレビ用リモコンデバイスの追加的動きを感知す
るようさらに構成され、前記コンピューター実行可能命令が
　前記１つまたは複数のセンサーから追加的動きを受信し、
　前記動きおよび前記追加的動きを合わせて異なるリモコン指令に変換する
ようさらに構成された、請求項１５に記載のテレビ用リモコンデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例は、例えば、動き感知型リモコンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　リモコンは、テレビ、デジタルビデオレコーダー（ＤＶＲ）、テレビ用セットトップボ
ックス、ステレオシステムおよび他の種類のメディアデバイスなどの多くの電子デバイス
を制御するために使用することができる。ユーザーは通常、様々なデバイスを制御するた
めに使用できるリモコンなど、技術の進歩によって提供される利便性を享受する。一方で
、リモコンはますます複雑になっており、多くのボタン、選択可能な制御機能および各種
構成により、一部のユーザーにとって操作および／または使用法の習得が難しくなってい
る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本概要は、動き感知型リモコンの簡略化されたコンセプトを紹介するために提供される
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。この簡略化されたコンセプトは、以下の「発明を実施するための形態」で詳しく説明す
る。本概要は、特許請求内容の本質的特徴を特定することを意図するものではなく、特許
請求内容の範囲を確定する際に使用することを意図するものでもない。
【０００４】
　動き感知型リモコンの（１つまたは複数の）実施形態では、テレビ用リモコンは、当該
デバイスの１つの動きまたは複数の動きの組合せを感知する様々なセンサーを含むことが
できる。テレビ用リモコンはまた、センサーから動きに対応する動き信号を受信して、当
該動き信号をリモコン指令に変換する集積回路を含む。テレビ用リモコンはさらに、集積
回路によって起動して、テレビ用クライアントデバイスに対してテレビ制御動作、プログ
ラム・ガイド・メニュー動作または記録済みメディアコンテンツ動作などのデバイス動作
の開始を求めるリモコン指令を通信する光源を含むことができる。テレビ用リモコンはま
た、様々なセンサーを起動するための選択可能な（１つまたは複数の）リモコンボタンを
含むことができる。
【０００５】
　動き感知型リモコンの他の（１つまたは複数の）実施形態では、テレビ用リモコンは、
当該デバイスの１つの動きまたは複数の動きの組合せを感知する様々なセンサーを含むこ
とができ、プロセッサーで実行して当該動きをテレビ用リモコン指令に翻訳するコンピュ
ーター実行可能命令を含む。ソフトウェアやファームウェアのアプリケーションなどのコ
ンピューター実行可能命令は、テレビ用クライアントデバイスに対しテレビ制御動作、プ
ログラム・ガイド・メニュー動作または記録済みメディアコンテンツ動作などのデバイス
動作の開始を求めるリモコン指令の通信を開始することができる。テレビ用リモコンはま
た、様々なセンサーを起動するための選択可能な（１つまたは複数の）リモコンボタンを
含むことができる。
【０００６】
　動き感知型リモコンの実施形態について、以下の図面を参照して説明する。同じ番号は
、図面を通じて同様の特徴およびコンポーネントを指すために使用される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】１つまたは複数の実施形態による動き感知型リモコンを含む例示的なシステムを
示す図である。
【図２】１つまたは複数の実施形態による動き感知型リモコンを含む例示的なシステムを
示す図である。
【図３】１つまたは複数の実施形態による動き感知型リモコンを対象とした例示的な（１
つまたは複数の）方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　動き感知型リモコンの実施形態では、テレビ用リモコンの実装により、１つの動きまた
は複数の動きの組合せを感知するモーションセンサーを備えることができ、それによりユ
ーザーは当該デバイスを動かしてリモコン機能を開始することができる。例えば、ユーザ
ーは、リモコンデバイスを上、下、左および／または右へと様々に動かして、音量調整指
令、チャンネル変更指令、ＤＶＲ記録済みメディアコンテンツ指令、プログラム・ガイド
・ナビゲーション指令などを開始することができる。
【０００９】
　動き感知型リモコンに関する説明されるシステムおよび方法の特徴およびコンセプトは
、任意の数の様々な環境、システムおよび／または各種構成で実施することができ、動き
感知型リモコンの実施形態について、以下の例示的なシステムおよび環境のコンテキスト
で説明する。
【００１０】
　図１は、システム１００の動き感知型リモコンの例示的な（１つまたは複数の）実施形
態を示している。本例では、システム１００は、リモコンデバイス１０２、テレビ用クラ
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イアントデバイス１０４およびディスプレイデバイス１０６を含む。リモコンデバイス１
０２（本明細書では「リモコン」ともいう）は動き感知型リモコンの一例に過ぎない。テ
レビ用クライアントデバイス１０４およびディスプレイ１０６は合わせて、音声、ビデオ
および／または画像データを表示するテレビ用クライアントシステムの例である。ディス
プレイデバイス１０６は、テレビ用メディアコンテンツを表示する任意の種類のテレビ、
ＬＣＤまたは類似のディスプレイシステムとして実装することができる。テレビ用クライ
アントデバイス１０４は、テレビ、テレビ用セットトップボックス、デジタルビデオレコ
ーダー（ＤＶＲ）および再生システム、電気製品、ゲームコンソールのいずれか１つもし
くはこれらの組合せとして、かつ／またはその他の種類のメディアデバイスとして実装す
ることができる。
【００１１】
　本例では、リモコンデバイス１０２は、（１つまたは複数の）様々なモーションセンサ
ー１０８、集積回路１１０および光源１１２を含む。モーションセンサー１０８の実装に
より、ユーザーがリモコンデバイス１０２を取り上げて当該デバイスを上、下、左および
／または右に動かしたときなどに、当該デバイスの１つの動きまたは複数の動きの組合せ
を感知することができる。様々な実施形態では、リモコンデバイス１０２の実装により、
１つのモーションセンサー１０８または複数のモーションセンサーの組合せを備えること
ができ、これは微小電気機械システム（ＭＥＮＳ）のために開発されたような小型または
超小型のモーションセンサーとして実装することができる。ある実施形態では、モーショ
ンセンサー１０８の実装により、ユーザーがリモコンデバイス１０２を動かしたときに当
該デバイスの動きの方向を感知する。他の実施形態では、リモコンデバイス１０２上の１
つのボタン１１４または複数のボタンがユーザーによって選択されたときに、モーション
センサー１０８が始動して当該デバイスの動きの方向を感知する。
【００１２】
　１つの動きまたは複数の動きの組合せを感知したとき、リモコンデバイス１０２の実装
により、（１つまたは複数の）当該動きをリモコン指令に変換し、リモコン指令をテレビ
用クライアントデバイス１０４に送信してデバイス操作を開始することができる。リモコ
ンデバイス１０２の集積回路１１０の実装により、モーションセンサー１０８から動き信
号１１６を受信することができる。例えば、モーションセンサー１０８は、リモコンデバ
イス１０２が上方向に動くのを感知することができ、集積回路１１０はリモコンデバイス
の「上」の動きを示す動き信号１１６を受信することができる。集積回路１１０は、モー
ションセンサー１０８から動き信号１１６を受信した後、動き信号をリモコン指令１１８
に変換することができる。
【００１３】
　一例では、リモコンデバイス１０２を使用してテレビ用クライアントデバイス１０４を
制御することができ、リモコンを「上」に動かすことで「音量アップ」指令を示すことが
できる。集積回路１１０は、動き「上」を示す動き信号１１６を「音量アップ」リモコン
指令１１８に変換することができる。場合によっては、集積回路は動き信号を２進法のリ
モコン指令に変換することによって、動き信号をリモコン指令に変換することができる。
同様の例では、リモコンの動き「右」をモーションセンサー１０８は感知することができ
、集積回路１１０は動き信号１１６を「チャンネルアップ」リモコン指令１１８に変換す
ることができる。
【００１４】
　光源１１２は、集積回路１１０によって起動することができ、始動してテレビ用クライ
アントデバイス１０４に対し赤外線信号１２０としてリモコン指令（例：リモコン指令１
１８）を通信することができる。光源１１２は、１つもしくは複数の発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ）または１つもしくは複数の赤外線信号を送信できるその他の適切な光源として実装
することができる。リモコンデバイス１０２からのリモコン指令の通信により、テレビ用
クライアントデバイス１０４において、テレビ制御動作、プログラム・ガイド・メニュー
動作または記録済みメディアコンテンツ動作などの対応するクライアントデバイス動作を
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開始させることができる。
【００１５】
　集積回路１１０はまた、リモコンデバイス１０２上の１つのリモコンボタン１１４（ま
たは複数のボタン）がユーザーなどによって選択されたことを示す（１つまたは複数の）
信号を受信することができる。リモコンボタンの例として、「オン／オフ」ボタン、「デ
バイス機能」ボタンおよび「クライアントデバイス選択」ボタンなどを挙げることができ
る。これらは想定される各種リモコンボタンの一部の例に過ぎないことを認識すべきであ
る。ある実施形態では、集積回路１１０の実装により、ボタンが選択されたことを示す信
号と合わせて受信される動き信号をリモコン指令に変換することができる。
【００１６】
　リモコンデバイス１０２上の１つのボタン１１４または複数のボタンの選択を、デバイ
ス１０２の動き感知機能と合わせて使用して、クライアントデバイス動作を開始すること
ができる。ある実施形態では、リモコンデバイス１０２は、当該デバイスの動き感知機能
を開始するよう実装されたリモコンボタン１１４を含むことができる。例えば、ユーザー
はリモコンデバイス１０２を取り上げ、各種リモコンボタンを押すことによって、または
ユーザーがリモコン指令を動きで開始できるようにリモートの動き感知機能を起動するボ
タン１１４を押すことによって、リモコン指令を開始することができる。
【００１７】
　ある実施形態では、リモコンボタン１１４（またはリモコンデバイス上のその他の指定
ボタン）は、一度押すことでリモートの動き感知機能を「オン」または「オフ」にするこ
とができる「オン／オフ」ボタンである。別の実施形態では、リモコンボタン１１４（ま
たはリモコンデバイス上のその他の指定ボタン）は、長押しにより当該デバイスのモーシ
ョンセンサーを開始することができる。リモコンデバイス１０２の動き感知機能を開始す
るためにユーザーが押すことまたは選択することができるボタンの実装により、不注意な
動きがリモコン指令に変換されるのを防ぐことができる。テレビ用リモコンデバイス１０
２は複数のボタンを含むことができること、ならびに（１つまたは複数の）ボタンの選択
および（１つまたは複数の）動きの感知の様々な組合せが想定されることを認識すべきで
ある。
【００１８】
　ある実施形態では、集積回路１１０の実装により、デバイス機能ボタン１１４が選択さ
れた場合に動き信号１１６をリモコン指令１１８に変換することができる。一方、デバイ
ス機能ボタン１１４が選択されなかった場合、集積回路１１０は、動き信号１１６を異な
るリモコン指令に変換することができる。例えば、リモコンデバイス１０２を使用してテ
レビ用クライアントデバイス１０４を制御している場合、リモコンデバイス１０２の動き
「上」は「音量アップ」指令を示すことができる。一方、リモコンボタン１１４が選択さ
れた場合、同じ動き「上」は「チャンネルアップ」指令を示すことができる。
【００１９】
　ある実施形態では、リモコンデバイス１０２の実装により、複数の動きの組合せをリモ
コン指令１１８に変換することができる。例えば、リモコンデバイス１０２の実装により
、１つの動きと追加的動きの両方を感知し、２つの動きを合わせてリモコン指令１１８に
変換することができる。ある場合においては、リモコンデバイス１０２を使用してＤＶＲ
を制御することができ、動き「右」をモーションセンサー１０８が感知し、集積回路１１
０が「再生」指令に変換することで、ＤＶＲにおいて記録済みメディアコンテンツを再生
させることができる。一方、リモコンデバイス１０２の実装により、同じ動き「右」およ
び追加的動き「右」を感知し、２つの動きを「早送り」指令などの異なるリモコン指令に
変換することもできる。任意の数の様々な動きおよび動きの組合せをモーションセンサー
１０８が感知し、集積回路１１０が様々なリモコン指令に変換することができることを認
識すべきである。
【００２０】
　リモコンデバイス１０２はまた、制御に使用されているデバイスの種類に基づき、様々
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なリモコン指令を開始することができる。ある実施形態では、リモコンボタン１１４（ま
たはリモコンデバイス上のその他の指定ボタン）は、選択されたボタンと結び付いたデバ
イスの種類にリモコンデバイス１０２の動きが対応するように選択できる「クライアント
デバイス選択」ボタンである。例えば、リモコンデバイス１０２を使用してテレビを制御
する場合、リモコンの実装により、音量変更などのテレビ制御動作を開始することができ
る。リモコンデバイス１０２を使用してテレビ用セットトップボックスを制御する場合、
リモコンの実装により、プログラム・ガイド・メニュー動作を開始することができる。リ
モコンデバイス１０２を使用してＤＶＲまたはその他類似の記録済みメディアコンテンツ
デバイスを制御する場合、リモコンの実装により、「再生」や「早送り」などの記録済み
メディアコンテンツ動作を開始することができる。リモコンデバイス１０２を使用してス
テレオデバイスまたはその他のメディアデバイスを制御する場合、リモコンの実装により
、メディアデバイス動作を開始することができる。
【００２１】
　図２は、システム２００の動き感知型リモコンの他の（１つまたは複数の）実施形態を
示している。本例では、システム２００はリモコンデバイス２０２の他、テレビ用クライ
アントデバイス１０４およびディスプレイデバイス１０６を含む。リモコンデバイス２０
２は、動き感知型リモコンの別の例である。図１を参照して説明したリモコンデバイス１
０２と同様に、リモコンデバイス２０２の実装により、ユーザーが当該デバイスを取り上
げて当該デバイスを上、下、左および／または右に動かしたときなどに、１つの動きまた
は複数の動きの組合せを感知することができる。さらに、リモコンデバイス２０２の実装
により、１つの動きまたは複数の動きの組合せをリモコン指令に変換し、リモコン指令を
テレビ用クライアントデバイス１０４に送信してデバイス動作を開始することができる。
【００２２】
　本例では、リモコンデバイス２０２は、（１つまたは複数の）様々なモーションセンサ
ー２０４、プロセッサー２０６（例：マイクロプロセッサー、コントローラーなどのうち
いずれか）、メモリー２０８および光源２１０を含む。各種実施形態では、リモコンデバ
イス２０２の実装により、微小電気機械システム（ＭＥＮＳ）のために開発されたような
小型または超小型のモーションセンサーとして実装できる１つのモーションセンサー２０
４または複数のモーションセンサーの組合せを備えることができる。ある実施形態では、
モーションセンサー２０４の実装により、ユーザーがリモコンデバイス２０２を動かした
ときに、当該デバイスの動きの方向を感知する。他の実施形態では、リモコンデバイス２
０２上の１つのボタン２１２または複数のボタンがユーザーによって選択されたときに、
モーションセンサー２０４が始動して当該デバイスの動きの方向を感知する。
【００２３】
　リモコンデバイス２０２のメモリー２０８は、任意の種類のコンピューター可読メディ
アとして実装することができ、その例として、ランダムアクセスメモリー（ＲＡＭ）およ
び不揮発性メモリー（例：読み取り専用メモリー（ＲＯＭ）、フラッシュメモリー、ＥＰ
ＲＯＭなどのいずれか１つまたは複数）が挙げられる。メモリー２０８は、リモコンデバ
イス２０２の運用面に関するアプリケーションならびに他の種類の情報および／またはデ
ータを保存するデータ記憶機構を提供する。本例では、リモコンデバイス２０２は、動き
感知型リモコンの実施形態を実現するためにメモリー２０８と共にコンピューターアプリ
ケーション（例：コンピューター可読メディア）として維持され、プロセッサー２０６で
実行され得る動き変換アプリケーション２１４を含む。
【００２４】
　１つの動きまたは複数の動きの組合せを感知したとき、リモコンデバイス２０２の実装
により、（１つまたは複数の）当該動きをリモコン指令に変換し、リモコン指令をテレビ
用クライアントデバイス１０４に送信してデバイス動作を開始することができる。リモコ
ンデバイス２０２のプロセッサー２０６および／または動き変換アプリケーション２１４
の実装により、モーションセンサー２０４からリモコンデバイスの動きを示す動き信号２
１６を受信することができる。動き変換アプリケーション２１４は、モーションセンサー
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２０４から動き信号２１６を受信した後、動き信号２１６をリモコン指令２１８に変換す
ることができる。
【００２５】
　光源２１０は、プロセッサー２０６および／または動き変換アプリケーション２１４に
よって起動し、赤外線信号２２０としてテレビ用クライアントデバイス１０４に対しリモ
コン指令（例：リモコン指令２１８）を通信することができる。光源２１０は、１つもし
くは複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）または１つもしくは複数の赤外線信号を送信できる
その他の適切な光源として実装することができる。リモコンデバイス２０２からのリモコ
ン指令の通信により、テレビ用クライアントデバイス１０４において、テレビ制御動作、
プログラム・ガイド・メニュー動作または記録済みメディアコンテンツ動作などの対応す
るクライアントデバイス動作を開始させることができる。
【００２６】
　動き変換アプリケーション２１４はまた、リモコンデバイス２０２上の１つのリモコン
ボタン２１２（または複数のボタン）がユーザーなどによって選択されたことを示す（１
つまたは複数の）信号を受信することができる。図１に示すリモコンデバイス１０２を参
照して説明したように、リモコンボタンの例として、「オン／オフ」ボタン、「デバイス
機能」ボタンおよび「クライアントデバイス選択」ボタンなどを挙げることができる。論
じられているボタンは、想定される様々なリモコンボタンの一部の例に過ぎないことを認
識すべきである。動き変換アプリケーション２１４の実装により、ボタンが選択されたこ
とを示す信号と合わせて受信される動き信号をリモコン指令に変換することができる。さ
らに、リモコンデバイス２０２上の１つのボタン２１２または複数のボタンの選択を、デ
バイス２０２の動き感知機能と合わせて使用して、クライアントデバイス動作を開始する
ことができる。
【００２７】
　ある実施形態では、リモコンデバイス２０２は、当該デバイスの動き感知機能を開始す
るよう実装されたリモコンボタン２１２を含むことができる。リモコンボタン２１２（ま
たはリモコンデバイス上のその他の指定ボタン）は、一度押すことでリモートの動き感知
機能を「オン」または「オフ」にすることができる「オン／オフ」ボタンとして実装する
ことができる。別の実施形態では、リモコンボタン２１２（またはリモコンデバイス上の
その他の指定ボタン）は、長押しにより当該デバイスのモーションセンサーを開始するこ
とができる。テレビ用リモコンデバイス２０２は複数のボタンを含むことができること、
ならびに（１つまたは複数の）ボタンの選択および（１つまたは複数の）動きの感知の様
々な組合せが想定されることを認識すべきである。
【００２８】
　ある実施形態では、動き変換アプリケーション２１４の実装により、デバイス機能ボタ
ン２１２が選択された場合、動き信号２１６をリモコン指令２１８に変換することができ
る。一方、デバイス機能ボタン２１２が選択されなかった場合、動き変換アプリケーショ
ン２１４は、動き信号２１６を異なるリモコン指令に変換することができる。別の実施形
態では、リモコンデバイス２０２の実装により、複数の動きの組合せをリモコン指令２１
８に変換することができる。例えば、リモコンデバイス２０２の実装により、１つの動き
および追加的動きの両方を感知し、２つの動きを合わせてリモコン指令２１８に変換する
ことができる。
【００２９】
　リモコンデバイス２０２はまた、制御に使用されているデバイスの種類に基づき、様々
なリモコン指令を開始することができる。ある実施形態では、リモコンボタン２１２（ま
たはリモコンデバイス上のその他の指定ボタン）は、選択されたボタンと結び付いたデバ
イスの種類にリモコンデバイス２０２の動きが対応するように選択できる「クライアント
デバイス選択」ボタンであり得る。
【００３０】
　総じて、本明細書で説明する機能、方法、手順、モジュールおよびコンポーネントはい
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ずれも、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア（例：固定論理回路）、手動処理
またはこれらの組合せを使用して実現することができる。機能、方法、手順、モジュール
またはコンポーネントのソフトウェア実装は、計算ベースのプロセッサーで処理されると
き特定のタスクを実行するプログラムコードである。図３を参照して説明する例示的な方
法３００は、コンピューター実行可能命令の一般的なコンテキストにおいて説明すること
ができる。一般に、コンピューター実行可能命令は、特定の機能を実行するか、または抽
象データ型を実施するアプリケーション、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポ
ーネント、データ構造、手順、モジュール、機能などを含むことができる。
【００３１】
　（１つまたは複数の）本方法は、通信ネットワークを介してリンクされたリモート処理
デバイスによって機能が実行される分散コンピューティング環境で実施することもできる
。分散コンピューティング環境では、コンピューター実行可能命令は記憶装置を含むロー
カルおよびリモートのコンピューター記憶メディアの中に存在することができる。さらに
、本明細書で説明する特徴はプラットフォームに依存しないため、様々なプロセッサーを
有する様々なコンピューティングプラットフォームで技術を実施することができる。
【００３２】
　図３は、動き感知型リモコンの例示的な（１つまたは複数の）方法３００を示している
。この方法を説明する順序は、限定的なものとして解釈されることを意図しておらず、こ
の方法または代替的方法を実施するため、任意の数の説明の方法ブロックを任意の順序で
結合することができる。
【００３３】
　ブロック３０２において、リモコンデバイスの（１つまたは複数の）動きが、ユーザー
によって開始されたときに感知される。例えば、リモコンデバイス１０２（図１）のモー
ションセンサー１０８は、当該デバイスの動きまたは動きの組合せを、ユーザーが当該デ
バイスを取り上げて当該デバイスを上、下、左および／または右に動かしたときなど、ユ
ーザーによって開始されたときに感知する。同様に、リモコンデバイス２０２（図２）の
モーションセンサー２０４は、当該デバイスの動きまたは動きの組合せを、ユーザーによ
って開始されたときに感知する。
【００３４】
　ブロック３０４において、（１つまたは複数の）リモコンボタンのユーザー開始の選択
が探知される。例えば、リモコンデバイス１０２は、様々な実施形態においてクライアン
トデバイス動作を開始するためにデバイス１０２の動き感知機能と合わせてユーザーが選
択できるデバイス機能ボタン１１４を含む。例えば、ユーザーはリモコンのモーションセ
ンサー１０８を起動するボタン１１４を押すことができ、それによりユーザーは動きによ
ってリモコン指令を開始することができる。リモコンデバイス１０２の集積回路１１０は
、リモコンボタン１１４（または複数のボタン）が選択されたことを示す（１つまたは複
数の）信号を検出する。
【００３５】
　同様に、リモコンデバイス２０２は、様々な実施形態においてクライアントデバイス動
作を開始するためにデバイス２０２の動き感知機能と合わせてユーザーが選択できるデバ
イス機能ボタン２１２を含む。例えば、ユーザーはリモコンのモーションセンサー２０４
を起動するボタン２１２を押すことができ、それによりユーザーは動きによってリモコン
指令を開始することができる。リモコンデバイス２０２のプロセッサーおよび／または動
き変換アプリケーション２１４は、リモコンボタン２１２（または複数のボタン）が選択
されたことを示す（１つまたは複数の）信号を検出する。
【００３６】
　ブロック３０６において、リモコンデバイスの（１つもしくは複数の）動きおよび／ま
たは（１つもしくは複数の）リモコンボタンの選択がリモコン指令に変換される。例えば
、リモコンデバイス１０２の集積回路１１０は、（ブロック３０２から）当該デバイスの
感知された（１つもしくは複数の）動きを受信し、かつ／または（ブロック３０４から）
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回路１１０は、（１つもしくは複数の）感知された動きおよび／または（１つもしくは複
数の）検出されたボタン信号をリモコン指令１１８に変換する。同様に、リモコンデバイ
ス２０２のプロセッサー２０６および／または動き変換アプリケーション２１４は、当該
デバイスの（１つもしくは複数の）感知された動きを受信し、かつ／またはリモコンボタ
ン選択の（１つもしくは複数の）検出された信号を受信する。次いで、動き変換アプリケ
ーション２１４は、（１つもしくは複数の）感知された動きおよび／または（１つもしく
は複数の）検出されたボタン信号をリモコン指令２１８に変換するか、その他の方法で翻
訳する。
【００３７】
　ブロック３０８において、リモコン指令はテレビ用クライアントデバイスに通信され、
それによりデバイス動作が開始される。例えば、リモコンデバイス１０２の集積回路１１
０は光源１１２の起動を開始して、リモコン指令１１８が赤外線信号１２０としてテレビ
用クライアントデバイス１０４に通信される。同様に、リモコンデバイス２０２のプロセ
ッサー２０６および／または動き変換アプリケーション２１４は光源２１０の起動を開始
して、リモコン指令２１８が赤外線信号２２０としてテレビ用クライアントデバイス１０
４に通信される。リモコン指令の通信により、テレビ用クライアントデバイス１０４が起
動し、テレビ制御動作、プログラム・ガイド・メニュー動作または記録済みメディアコン
テンツ動作などの対応するクライアントデバイス動作を開始する。
【００３８】
　動き感知型リモコンの実施形態について特徴および／または方法に固有の言葉で説明し
てきたが、添付の特許請求の範囲の対象は説明された特定の特徴または方法に必ずしも限
定されるわけではないことを理解すべきである。むしろ、特定の特徴および方法は、動き
感知型リモコンの実施例として開示される。

【図１】 【図２】



(11) JP 5343085 B2 2013.11.13

【図３】



(12) JP 5343085 B2 2013.11.13

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  グラティ，クナル
            アメリカ合衆国ワシントン州９８０５２，レッドモンド，ワン・マイクロソフト・ウェイ，マイク
            ロソフト　コーポレーション，インターナショナル・パテンツ

    審査官  宮田　繁仁

(56)参考文献  特開２００３－１１１１７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１８４５８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００６／０９８３０６（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００６－３２４８９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２１１４９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－８８８３５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０３Ｊ　９／００－９／０６
              Ｈ０４Ｑ　９／００－９／１６
              Ｇ０６Ｆ　３／０１
              Ｇ０６Ｆ　３／０４８－３／０４８２
              Ｇ０６Ｆ　３／０４８５
              Ｇ０６Ｆ　３／０４８７－３／０４８９


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

